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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年1月19日(2017.1.19)

【公表番号】特表2016-503075(P2016-503075A)
【公表日】平成28年2月1日(2016.2.1)
【年通号数】公開・登録公報2016-007
【出願番号】特願2015-545870(P2015-545870)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  77/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  69/32     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/544    (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/5435   (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/5415   (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   77/10     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   69/32     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/544    　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/5435   　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/5415   　　　　
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ａ
   Ｈ０５Ｂ   33/02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年11月30日(2016.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記工程ａ～ｃを含むディスプレイ用素子、光学用素子、又は照明用素子の製造方法に
用いるための、ポリアミド溶液であって、
　ａ）当該ポリアミド溶液を支持材へ塗布する工程、
　ｂ）前記塗布工程（ａ）後に、ポリアミドフィルムを前記支持材上に形成する工程、お
よび
　ｃ）ディスプレイ用素子、光学用素子、又は照明用素子を前記ポリアミドフィルムの表
面上に形成する工程、
　ここで、前記支持材又は前記支持材の表面はガラス又はシリコンウエハーであり、
　当該ポリアミド溶液が、芳香族ポリアミド、シランカップリング剤及び溶媒を含む、ポ
リアミド溶液。
【請求項２】
　前記シランカップリング剤が、アミノ基及び／又はエポキシ基を有する、請求項１に記
載のポリアミド溶液。
【請求項３】
　前記シランカップリング剤が、メトキシ基及び／又はエトキシ基を有する、請求項１ま
たは２に記載のポリアミド溶液。



(2) JP 2016-503075 A5 2017.1.19

【請求項４】
　前記芳香族ポリアミドが下記一般式（Ｉ）及び（ＩＩ）で表される繰り返し単位を有す
る芳香族ポリアミドから形成されたものである、請求項１から３のいずれかに記載のポリ
アミド溶液。
【化１】

　［式（Ｉ）及び（ＩＩ）において、ｘは繰り返し単位（Ｉ）のモル％を示し、ｙは繰り
返し単位（ＩＩ）のモル％を示し、ｘは９０～１００であり、ｙは１０～０であり、
　ｎは１～４であり、
　Ａｒ1は
【化２】

からなる群から選択され（ここで、ｐ＝４、ｑ＝３であり、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5は
水素、ハロゲン（フッ化物、塩化物、臭化物、及びヨウ化物）、アルキル、ハロゲン化ア
ルキル等の置換アルキル、ニトロ、シアノ、チオアルキル、アルコキシ、ハロゲン化アル
コキシ等の置換アルコキシ、アリール又はハロゲン化アリール等の置換アリール、アルキ
ルエステル、及び置換アルキルエステル、並びにその組み合せからなる群から選択され、
Ｇ1は共有結合、ＣＨ2基、Ｃ（ＣＨ3）2基、Ｃ（ＣＦ3）2基、Ｃ（ＣＸ3）2基（但しＸは
ハロゲン）、ＣＯ基、Ｏ原子、Ｓ原子、ＳＯ2基、Ｓｉ（ＣＨ3）2基、９，９－フルオレ
ン基、置換９，９－フルオレン、及びＯＺＯ基からなる群から選択され、Ｚはフェニル基
、ビフェニル基、パーフルオロビフェニル基、９，９－ビスフェニルフルオレン基、及び
置換９，９－ビスフェニルフルオレン等のアリール基又は置換アリール基である。）、
　Ａｒ2は

【化３】

からなる群から選択され（ここで、ｐ＝４であり、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8は水素、ハロゲン（フ
ッ化物、塩化物、臭化物、及びヨウ化物）、アルキル、ハロゲン化アルキル等の置換アル
キル、ニトロ、シアノ、チオアルキル、アルコキシ、ハロゲン化アルコキシ等の置換アル
コキシ、アリール、ハロゲン化アリール等の置換アリール、アルキルエステル、及び置換
アルキルエステル、並びにその組み合せからなる群から選択され、Ｇ2は共有結合、ＣＨ2
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基、Ｃ（ＣＨ3）2基、Ｃ（ＣＦ3）2基、Ｃ（ＣＸ3）2基（但しＸはハロゲン）、ＣＯ基、
Ｏ原子、Ｓ原子、ＳＯ2基、Ｓｉ（ＣＨ3）2基、９，９－フルオレン基、置換９，９－フ
ルオレン、及びＯＺＯ基からなる群から選択され、Ｚはフェニル基、ビフェニル基、パー
フルオロビフェニル基、９，９－ビスフェニルフルオレン基、及び置換９，９－ビスフェ
ニルフルオレン等のアリール基又は置換アリール基である。）、
　Ａｒ3は、
【化４】

からなる群から選択される（ここで、ｔ＝２又は３であり、Ｒ9、Ｒ10、Ｒ11は水素、ハ
ロゲン（フッ化物、塩化物、臭化物、及びヨウ化物）、アルキル、ハロゲン化アルキル等
の置換アルキル、ニトロ、シアノ、チオアルキル、アルコキシ、ハロゲン化アルコキシ等
の置換アルコキシ、アリール、ハロゲン化アリール等の置換アリール、アルキルエステル
、及び置換アルキルエステル、並びにその組み合せからなる群から選択され、Ｇ3は共有
結合、ＣＨ2基、Ｃ（ＣＨ3）2基、Ｃ（ＣＦ3）2基、Ｃ（ＣＸ3）2基（但しＸはハロゲン
）、ＣＯ基、Ｏ原子、Ｓ原子、ＳＯ2基、Ｓｉ（ＣＨ3）2基、９，９－フルオレン基、置
換９，９－フルオレン、及びＯＺＯ基からなる群から選択され、Ｚは、フェニル基、ビフ
ェニル基、パーフルオロビフェニル基、９，９－ビスフェニルフルオレン基、及び置換９
，９－ビスフェニルフルオレン等のアリール基又は置換アリール基である。）］
【請求項５】
　式（Ｉ）及び（ＩＩ）が、前記芳香族ポリアミドが極性溶媒又は１つ以上の極性溶媒を
含む混合溶媒に溶解するように選択される、請求項４に記載のポリアミド溶液。
【請求項６】
　繰り返し単位（Ｉ）のｘは９０～１００モル％であり、繰り返し単位（ＩＩ）のｙは１
０～０モル％である、請求項４又は５に記載のポリアミド溶液。
【請求項７】
　前記芳香族ポリアミドが、構造（Ｉ）及び（ＩＩ）の繰り返し単位を複数含み、Ａｒ1

、Ａｒ2、及びＡｒ3は同一又は異なる、請求項４から６のいずれかに記載のポリアミド溶
液。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれかに記載のポリアミド溶液を支持材へ塗布し、前記支持材上に
ポリアミドフィルムを形成する工程、ここで、前記支持材又は前記支持材の表面はガラス
又はシリコンウエハーである、および
　ディスプレイ用素子、光学用素子、又は照明用素子を前記ポリアミドフィルムの表面上
に形成する工程、を含む、ディスプレイ用素子、光学用素子、又は照明用素子の製造方法
。
【請求項９】
　更に、支持材上に形成された前記ディスプレイ用素子、前記光学用素子、又は前記照明
用素子を前記支持材から剥離する工程を含む、請求項８に記載のディスプレイ用素子、光
学用素子、又は照明用素子の製造方法。
【請求項１０】
　請求項１から７のいずれかに記載のポリアミド溶液を支持材上にキャストしてなるポリ
アミドフィルム。
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